
2019年度　生涯研修概要　　　

日付 講師 単位 研修認証番号

5/19(日) 渡辺　賢治 2 G04-KB19051902

海老原　毅

市川　衛

8/31(土) 梅田　賢太 2 G04-KB19083102

望月 眞弓

種村　菜奈枝

富永　佳子

10/19(土) 廣瀬　素久 2 G04-KB19101902

6/2(日) 渡邊　衡一郎 2 G04-KＣ19060202

佐藤　志穂子

川添　哲嗣

新井　康通

若林　秀隆

岸本　泰士郎

稲田　健

笠師　久美子 スポーツにおけるチーム医療

山澤　文裕 アスリートにみられやすい内科的疾患

鈴木　智弓 アンチ・ドーピング規則と治療使用特例(TUE)手続きの解説

千堂　年昭

水上　勝義

1/19（日） 橋本　浩伸 - -

9/29(日)
医療薬学・

社会連携センター
2 G04-KＥ19092902

辻　大樹

寺田　智祐

四十物 絵理子 〔講演〕がんゲノム医療の実状と求められる知識

宇田川 涼子
〔症例検討〕乳がん患者に対する副作用評価と治療マネージメント
　　　　　　　 ～副作用評価と治療マネージメントを学ぶ～

〔SGD〕症例スモールグループディスカッション

1 G04-KY19062201

2 G04-KY19071302

2 G04-KY19072802

2 G04-KY19100602

1 G04-KY19110901

1 G04-KY19111001

1 G04-KY19111601

2 G04-KY20021602

6/22（土)

7/28(日)

7/13(土)

11/10(日)

11/9(土)

１００歳時代のこころとからだを支える漢方

精神医学・薬学領域における薬剤師の専門性～その発想と実践～

やってみませんか！大学との共同研究～臨床現場は研究テーマの宝庫～
　1.臨床研究の進め方と具体的事例
　2.同意説明と同意取得のプロセス

10/6(土)

11/16(土)

『 公開講座G （がんプロ） 』

『 共催講座 』

医薬品添付文書とPGx情報：がん薬物療法における個別化医療の実際

4

乳がん化学療法患者に対するファーマシューティカルケア
～がんゲノム医療の最新情報について～

6/15(土)

10/6(日)

睡眠負債～ちょっと寝不足が命を縮める～

がんの治療の強い味方　「がん専門薬剤師」に相談しよう！

指導薬剤師のためのワークショップ
　「改訂コアカリの実務実習が始まった！～実施してわかったこと・次年度に活かせること～」

G04-KＣ19070602

タイトル

『 公開講座C 』

『 公開講座D（がんプロ・市民公開講座） 』

9/7(土) 2

6/8(土)

『 公開講座B 』

6/23(日)

7/7(日)

スポーツファーマシストのためのワークショップ
　Episode 7：Real Sports Pharmacistに向けて Part3

3

2

5/26(日)

7/6(土)

7/20(土)

障がい児の医療と薬剤師の役割
2 G04-KB19052602

G04-KB19090702

G04-KＣ19060802

G04-KＣ19062302

2

2

第16回KP会福島塾
「医療事故から学ぶ薬剤師のリスクマネジメント～加害者にも被害者にもならないために～」

出張KP会福島塾「老年薬学と在宅医療」

第17回KP会福島塾「明日から役立つ簡易懸濁法と製剤技術の知識」

G04-KＣ19070703

G04-KＣ190720022

慶應義塾大学薬学部特別シンポジウム
「今、必要な健康食品・栄養サプリメントの正しい知識」－薬学的見地から見たHealthCareサポート－

出張KP会福島塾「薬育について～幼児からお年寄りまで～」

2019年秋の研修会
「iPS細胞を用いた再生医療と創薬研究～iPS細胞が医療にもたらすブレークスルー～」

第15回KP会福島塾
「私達を取り巻くすべての中毒～中毒の診断・治療・防止に役立つ薬剤師になる！～」

2019年春の研修会「薬局でできる薬学研究～よりよいファーマシューティカルケアのために～」

がんゲノム医療における薬剤師の役割
2 G04-KG19061502

『 公開講座E 』

2/16(日)

薬剤師が活かす認知行動療法～理論と実践～

双極性障害　-疾患と治療 update-

認知症サポーター養成講座を実施して

超高齢社会に対応した薬剤師に求められる必須知識～真の「かかりつけ」になるために

百寿者調査からみたヘルシーエイジング

G04-KG19100604

リハビリテーション栄養、リハビリテーション薬剤とフレイル

人工知能技術を用いた精神疾患定量化の試み

精神疾患に対する抗てんかん薬のいろいろな使い方

向精神薬の薬物動態から適正使用を考える

高齢者におけるメンタルヘルス、老年期うつ病


